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浜松地域における 産業発展の系譜
明治大正

鉄道院浜松工場開設
1912（大正元）年

織機製造の発展

遠州・三河織物全盛期
1935（昭和10）～1937（昭和12）年

1950年代

オートバイ会社の乱立

楽器工場の創設が 相次ぐ
1932（昭和7）年頃  
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東海道新幹線開業
1964（昭和39）年

東海道線開通
1889（明治22）年
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江戸昭和平成

自動車の試作～
オートバイ製造

合板の導入
1903（明治36）年

1889（明治22）年

製　材

楽　器

織機（しょっき）製造は大工の片手間
仕事から始まり、日露戦争後の満州
への織物輸出の増加に伴い、手織機
や足踏機の製造へと進んだ。さらに
豊田佐吉や鈴木道雄らが開発した
「力織機（りきしょっき）」が繊維産業
を飛躍させた。

東海道の中心にあって、東西の
文化が接触する地域の中で、よ
そ者を受け入れる土壌や自主・
独立の気風が育った。二宮尊徳
による報徳思想の普及もあって
勤労意識が高まり、明治以降の
街の発展につながっている。

成長を支える風土

世界市場でも通用する製品を生み出
すための鋳造（ちゅうぞう）、切削
（せっさく）、鍛造（たんぞう）、熱処理
など多様な技術を持つ企業が誕生。
また、エレクトロニクス技術分野の研
究開発が進む中で分野間の技術が融
合し、高度な技術が集積。

高度な技術の集積

工作機械

ミシン

木工機械

高度成長期
1954（昭和29）～1973（昭和48）年

バブル景気
1986（昭和61）～1991（平成3）年

太平洋戦争
1941（昭和16）～1945（昭和20）年

明治維新
1867（慶応3）年
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自動車の試作が始まるも、研究は戦
争により中断となる。戦後、手軽な
オートバイが注目され、多くの町工
場が生産に乗り出した。1950年代
になると30社近いメーカーが乱立。
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